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身近にこんなトラブルが！
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・

神奈川県県民局くらし県民部消費生活課 発行 ご自由にコピー・回覧していただき、消費者被害の未然防止にお役立てください。

消費生活課 ニャン吉

消費生活相談は
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局番なし
（身近な消費生活相談窓口につながります。）

◆市役所等自治体、税務署、社会保険事務所、年金事務

所などの職員を名乗り、税金などを還付する手続きに見

せかけ、お金を騙し取ろうとする、還付金詐欺です。

◆ATMを操作させて、自己口座から相手方口座へ現金を

振り込ませようとします。

◆「○時までの手続きが必要」などと、考える余裕を与

えなかったり、金融機関以外のATMコーナーへ誘導する、

などの特徴があります。

◆もし電話中に少しでも不安を感じることがあれば、通

話を切って最寄りの消費生活相談窓口へ相談しましょう。

市役所職員などを名乗る者から電話があり、「医療費の払い戻しがある」「税

金の還付がある」などと言う。携帯電話を持ってATMに行くよう指示され、

お金が戻るならと従ったが、なぜか自分がお金を振り込まされていた。

事例

・電話の指示には決して従わないで下さい！

・ATMの操作で還付金が支払われることはありません！



困ったときは、一人で悩まず地元市町村の消費生活相談窓口に相談しましょう

神奈川県

県民局くらし県民部消費生活課（かながわ中央消費生活センター）相談第二グループ
消費生活課ホームページ http://www.pref.kanagawa.jp/div/0207/

Facebook（かながわの消費生活） https://www.facebook.com/kanagawa.shouhi/

横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2  〒２２１ -０８３５
電話：０４５ -３１２ -１１２１（代表）／FAX:０４５ -３１２ -３５０６

５月発行の第６７号でもお知らせしましたが、

架空請求のはがきの相談がその後も依然増加

している状況です。はがきの文面も少しずつ

違うものが登場したりと多様化しているため、

再度お知らせします。

■架空請求はがきの相談件数が増えています！

５０～６０代の女性に多く
送られています。

放置しても裁判にはなりま
せんので、慌てず無視をし
て下さい。

以下のように、少しずつ違う文面で送られてきています。

神奈川県では、注意喚起の動画を作成しました。

かなチャンTVをぜひご覧下さい！

CHECK!


